
２０２２年７月１５日 

株式会社京葉銀行 

「Ｂｒｅｗｅｒｙ＆Ｃｈｅｅｓｅ伊能忠次郎商店」グランドオープン！ 

～産学官金連携により佐原の伝統的町並みに「香取の食の発信基地」が誕生～ 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）が出資および行員を派遣する観光まちづくり会社、  

株式会社ＮＩＰＰＯＮＩＡ  ＳＡＷＡＲＡ（社長 上村  進、以下 ＮＩＰＰＯＮＩＡ 

ＳＡＷＡＲＡ）が建物開発を手掛け、かけわ株式会社（※）（社長 髙木 俊雄、以下 かけわ）

が運営するクラフトビール醸造所兼チーズ工場「Ｂｒｅｗｅｒｙ＆Ｃｈｅｅｓｅ伊能忠次郎 

商店」が本日グランドオープンしましたので、お知らせいたします。 

（※）かけわ株式会社 

大学で准教授を務める髙木 俊雄氏が、学生を主なメンバーとして設立し、農業を切り口に

地域課題の解決に取り組む会社。農業をより魅力的で持続可能なものにするという理念の 

もと、農業生産物の高付加価値化に目指している。 

【背景】 

当行は、佐原信用金庫（理事長 小森  哲）とともに出資する観光まちづくり会社、 

ＮＩＰＰＯＮＩＡ ＳＡＷＡＲＡを通じて、香取市と連携し、佐原地区の歴史的な観光資源を 

活用した地域振興に継続的に取り組んでいます。 

【「Ｂｒｅｗｅｒｙ＆Ｃｈｅｅｓｅ伊能忠次郎商店」について】 

香取市佐原地区の重要伝統的建造物群保存地区内において遊休資産となっていた建物を 

リノベーションし、「香取の食の発信基地」として新たに生まれ変わらせたものです。

本年３月よりレストランのみ先行して営業を開始しておりましたが、このたびクラフト

ビール醸造およびチーズ製造を開始し、グランドオープンを迎えました。レストランで使用  

する食材だけでなく、ビールやチーズも香取市産の原材料にこだわって製造しており、香取の

食の魅力を発信しています。 

 将来的には、耕作放棄地を活用してビール原材料を生産し、ビールの製造過程で発生する  

副産物で育てた牛の生乳からチーズを製造、さらにその牛から出た糞を土に混ぜ肥料として  

ビール原材料を生産していく、サステナブルな生産活動を目指しています。また、ビールや  

チーズの輸送にも持続可能性を追求し、今後、高速路線バスによる貨客混載の活用も検討中

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

当行は、香取市佐原地区の魅力向上と観光関連産業の活性化をサポートするとともに、今後

も一層地域の発展に向けた取り組みを支援してまいります。 

  

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京葉銀行ではＳＤＧｓへの取り組みに関するニュースリリースに、 

「ＳＤＧｓ１７の目標アイコン」を標示しています。 
 
【ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）】 

2015 年 9 月に国連で採択された、2030 年までに持続可能でよりよい世界を 

目指す国際目標のこと。17 のゴール・169 のターゲットから構成される。 

 

 

                 


